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　京都高等工芸学校 図案科（現京都工芸繊維大学工芸学部意匠工芸学科 ）
は，明治期 に創設 された わ が国で は 3番目の 国立の デザ イ ン 教育機関で
あっ た。1902 （明 治35）年 の 創設で あ る か ら， 本年は創立 80周年 に 当 る 。
こ の 間 ， 第 2 次世界大戦の混乱期 に あっ て，1924 （昭和 19）年をもっ て
図案科は一時途絶 し ， 10年の空 白を経て ， 1934 （昭和 29）年 ， 新制大学
と して再出発 し て い た京都工芸繊維大学の 工 芸学部 に，意匠工 芸学科 と
して 再発足 して い る 。
　明治期 に設置 された国立 の デザイ ン教育機関は，京都高等工芸学校 図案科 の他 ，東京美術学
校 （現東京芸術大学 ）図案科，東京高等工 業学校 （現 東京工 業大学）工 業図案科が ある 。 こ の
うち ， 東京高等工 業学校 の工 業図案科は 1914 （大正 3 ）年 に廃止 さ れ ， 以後再興 さ れ る こ とは
なか っ た 。 従 っ て 京都高等工芸学校の 図案科 は，大戦の 混乱 期 に あ っ て 一時途絶 は した もの の ，
新制大学 に その 伝統が 受 け継が れ る こ と に な っ た 数少 い 明治期創設の デ ザイ ン 教育機関と い え
よ う。
　図案科の 創設期 に洋画家浅井忠 が い た こ とは よ く知 られて い る。然 し実際に図案科の 創設期
に あっ て発展の 基礎 を築 い た の は，建築家武田 五一で あ っ た 。 こ の 武田五一に っ い て ，特 に デ
ザイ ン 教育者 として の武田 五一につ い て語 られる こ とは少 ない 。 武田 に限らず ， 明治期 にお け
る先述 の デ ザ イン教育機 関 に関与 した デザ イナ ーや教 育者一例 えば東京美術学校 の福地復一 ，
島田佳矣，東京高等工業学校 の 平山英三 ， 井手馬太郎 ， 小室信蔵 一に つ い て 語 られ る こ とは ま
れで ある 。
　本稿 に お い て は創設期 の京都高等工 芸学校図案科 に ス ポ ッ トを当て ， そ の 教育内容の 一端 と
武田五一に っ い て概 説 し ， わが国に お け る近代デザ イ ≧史 をみ る 上 で の
一助 と した い 。
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2 一
　第13回帝国議会は ， 1898 （明 治31）年12月 3 日をも っ て 開催 された が ， 会期 も終 りに近 い 1899
（明治32）年 2 月28日 ， 貴族院 に お い て金子堅太郎他 3 名 に よ り，　「美術学校 ヲ京都 二 設立 ス
ル ノ建議案」 − 3 月24日付
一と して 次 の よ うな建議 がな され た 。
　　　実業教育 ハ 近年稍 々 発達 ノ 運 二 向 ヒ タ リ ト雖 モ 其設備 ノ 完カ サ ル モ ノ 尚ホ 少 ナ シ トセ ス
　　就中美術及 学理 ヲ応用 ス ヘ キ工芸即染織陶磁檗漆等 ノ技術 ヲ練習セ シ ム ル 学校 ノ設ケ ナキ
　　ハ 最 欠点ナ リ トス 故 二 本院ハ 国費ヲ以テ此種 ノ学校 ヲ美術土雲冫矗毛盛チル施郎亰蔀二 設
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の
　　立 ス ル ノ 急務ナ ル ヲ認 メ 政府 二 於 テ速 二 其計画 ヲ 為サ ン コ トヲ希望 シ茲 二 建議 ス 　 （傍点
　筆者以下同 じ）
　金子 堅太 郎以下の 共同提案者は ， 久保 田譲，富井政章，田中深太郎で あり，建議 には更 に 二
条基弘 をは じめ とす る 131名の賛 同者を得て い た 。
　提案者を代表 して富井政章 は ， 次の ように提案理 由を補足 して い る。 即 ち，京都 は殖産上か
らみ れ ば美術工 芸の 地で あ る 。 大規模な工 場 に こ そ適 さぬ もの の ， 美術的思考 をこ らす必要 の
ある諸工業 は古来盛んで あ り， こ の 特徴を今後と も生か し ， 諸外国 との 競歩 に打 ち勝 っ た め に
は，美術工芸学校 を起 し ， 教育 の 力 に よ っ て その 目的を達成 す る の が至 当 と考 え る 。 こ こ に応
用美術 を目的 とす る国立の 美術工業学校 を設置すれ ば，　 「京都の 工 業即 ち我 帝国の 最 も優美 な
る美術 品の 製造に 一大進歩を来す 」 で あろ うこ とは疑を入れな い 。 全会
一致の 可決 を希望す る
と い うもの で あっ た 。
　美術教育の 振興 をも っ て京都の 勧業策 とす る考 え方は古 くか らあ っ た 。 1880 （明治 13）年の
京都府画学校 （現京都市立芸術大学）の創立 がその如実 な例で あり，1884 （明治 17）年の 『興
業意見 』 で は t
−
「京都府下二 於テ勧業上 ノ要務中最モ 急 ヲ要 ス ル モ ノ 」 の 第七 と して ，　 「画学
　 　 　 　 　 　 　 　  
校 ヲ拡張ス ヘ キ事 」 が挙 げ られて い る 。
　 1892 （明治 25）年 8 月 8 日に は，京都市会が，官立京都美術工 芸学校設立の 具進書 を．内務
大臣，文部 大臣宛提出す る こ とを決議 して い る。
　更 に 1895（明治 28）年 2 月 12日の第 8 回帝国議会議事 （衆議院 ）に ，東京美術学校拡張に 関す
る建議案が 末広重恭他 4 名 に よ っ て 提出さ れ て い る が，こ の拡張建議 は，
「東京 ニ ァ ル 美術学
校 ヲ十分 二 完全 ナ ル モ ノ ニ シテ ， サ ウ シ テ 其次 ニ ハ fti冫宅冫一e茜亰三毛拵λ 夛彳ト云 フ 毬意
　 　  
ソ 案 」， つ まり京都 に も国立の 美術学校 を設立 しよ うと い う提案を含んで い た 。 こ の 建議案 に対
し て は 9 名の特別 審査員が任命 され ， 3 月 11日 の 議 会 に お い て審査結果の 報告 が あ っ た が，そ
こ で は ，
「国費多端 ノ折……先 ズ東京ノ美 術学校 ヲ拡張 ス ル ニ 止 メ 置イ テ，西京其他 ノ方ニ ハ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
漸次設立 ス ル コ トニ シ タ ラ宜 シ カ ラ ウ」 との結論 が示 され て い る 。
　第 8 帝国議会で は ，東京美術学校 と並行 して ，東京工業学校 の 拡張 も建議 さ れ，い ずれ も可
決 をみ て い る 。 こ の 結果，産業振興 の ため のデザ イ ン 教育部門 が，東京美術学校 で は1896 （明
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治29）年 8 月に図案科 と して ，東京工業学校で は1897 （明治30）年 3月，附属工業教員養成所
工業図案科と して 設置され た 。
　京都 に おけ る国立の 美術教育機関設置の要請は ， 上 に述べ た デザ イ ン 教育振興の高ま りの 中
で ，再燃 をうなが され た もの と い えよ う。
　金子堅太郎 の 提案 は，貴族 院で の 審議の 結果 ， 起立多数 をもっ て 可 決 された 。
　次 い で ， 3 月 2 日の 衆議院議事 に お い て，杉田 定一他 5 名 に よ り，「工芸学校設置ノ建議案」
が提出 され た 。 建議 は次の通 りで ある。
　　　実業教育ハ 近年稍々発達 ノ運 二 向 ヒ タ リ ト雖モ 其設備ノ完 カ ラ サ ル モ ノ 尚ホ 少 シ トセ ス
　　就中美術及学理 ヲ応用 ス ヘ キ工 芸技術 ヲ練習セ シ ム ル 学校 ノ設 ケ ナキハ 最モ 缺点ナ リ トス
　　故 二 本院ハ 国費ヲ以テ此種 ノ学校 ヲ土雲冫盛チル地二 設立 ス ル ノ急務ナ ル ヲ認メ政府三於
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　テ速 二 其計画ヲ為サ ン コ トヲ望 ム
　こ の建議 が貴族院の それ と異 なるの は ， 設立地 を 「京都」 と特定 して い ない 点で ある 。 提案
者を代表 して 杉 田定一が行 な っ た趣 旨説明 も，工 芸の 盛 ん な る地 は京都 に 限 らな い こ とをに お
わ せ た もので あっ た 。 趣 旨説明の概要は次の通 りで ある 。
　わが国 は古来美術工 芸 に長ずる国で あ り，諸大名，将軍は職人を被護 し，職人 も技術 に心血
をそそ い だ結果，優秀な品が生 れて い た 。 しか し明治維新は そ うした技術 ， 技能 を養成す る途
をとざし ， 昔 日の 名誉 は今 や失 われ ん と して い る 。 最近 実業教育が盛ん となり ， 各地 に工芸学
校 の設置 をみ る よ うにな っ た が ， 主 と して こ れ らの 学校 の運営は地方の費用 に依存 して お り，
国費の 補助は僅かで あ る結果 ， 設備 の 充実 ， 教員 の 充当も十分 とは い い 難い 状況 に あ る 。 他方 ，
ヨ ーロ ッ パ 諸国に お い て は ， 工芸学校 に対す る国費の 補助 に 力を入 れ て お り ， また工芸学校 を
設置す る際は，特殊 な産物 が盛ん で あ る地 に設 けられ て い る例 が多い 。 こ れをわが国 に例 えれ
ば ， 東京の 毛織物 ， 大阪の紡績 ， 西京の 紋織 福 井の 羽二 重 などの名産 を盛 り立て る工 芸学校
を設置す る こ とで あ り， 特産物 を生産す る地 に学校 を設置すれ ば ， 関連工場 の 製造主や職工 に
対 す る教育上 の 効果も期待 で きる 。 実 業学校 の 設置は党派 を超 えた 問題 で あ る。建議案 に対 し
満場一致 の 賛同 を望み た い 。
　杉田自身は福 井の 出身で あ り， ・「特殊 の 産物の ある所 」 として東京の 毛織物他 に加 えて福井
の 羽二 重 をと り挙げ， 羽二 重の 輸出高の 推移に つ い て の 解説 まで加 えて い るの は，出身地 を強
く意識 した こ との 現 れ で あ ろ う。 3 月 2 日の 議会 は，委員会 に こ の 問題 を付託す る こ と に決 め ，
その た め の 9 名の 委員 は議長 が指令す る こ とで一応の 了承が得 られて い る 。
　次い で 3 月 6 日，工 芸学校設置の建議 案につ い ての委員会報告がな され た 。 報告者は委員会
の 委員長 に 選 出 され た渡辺猶人 で ，委員会 に お い て は建議案 に対 し，全員一致の 可決 をみ た と
報告 され た 。 こ れ に対 し ， 門馬尚経 よ り ， 「自分 とし て は ， 国費に よ る設置 よ りも補助 がよ い
と考え る 。 また杉田提案で は，仮 に工芸学校設置 を大阪 に き め た と して も， こ の他 京都，石川
（九谷焼 ）， 福井 （羽二重）と至 る所 か ら設置の 請求が起 され る こ と が予想 さ れ る 。 工芸学校 を
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奨励 す る の はよ い が，責任 をもっ て建議す るなら， 目的 を明確 に すべ きで ある 。」 との 意見が 出
され て い る。こ れ に対 し渡辺猶人は ， 工芸学校 を設置す る こ とが政府に おけ る基本方針 と考え
る こ とで 了解 ， 可決 してほ しい と述 べ ，採決 に よ りよ うや く可 決の 運 び と な っ ・た 。
3
　貴族院 に お い て は 2 月28日 ， 衆議院 に お い て は 3 月 6 日をもっ て 可決 をみ た 「工 芸学校設置
の 建議」 をうけて ，こ の 問題 は高等教育会議 の議 事に移 された 。
　高等教育会議 は ， 1896 （明 治29）年12月17日勅令 を も っ て 公布 さ れた規則 に もとづ き設置 さ
れた会議で ，　 「文部大臣の 監督 を受 け ， 教育 に関す る事項 に つ き， 文部 大臣の 諮詢 に応 じ， 意
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
見 を開 申 し， ま た 教育に関す る事項 に つ き意見 を文部 大臣 に 具申す る と こ ろ」 で ある。高等教
育会議 に お ける工芸学校設置 に関す る議 事内容の推移は不明 で あるが ， 1894 （明治 27）年の 「実
業教育費国庫補助法 」 制定以 来 ， 実業教育の 進展 を計 る気運 の 中で ，京都へ の 工芸学校 の設置
は直ちに 高等教育会議の 賛同 を得 る所 となり， 1900 （明治33）年度 よ り向 う 5 ヵ 年の 継続臨時
費 として の 予算が計上 され る こ と に な っ た。
　開設すべ き学科は，文部当局の 意向 と して 色染 ， 機織 ， 図案の 3科 が挙 げられ，1900（明治 33）
年 4 月，次の 4名が設立準備委員 に任命 された 。
　第三高等工業学校設立委員
　　文部省実業学務局長　　　　　　　　　　岡田 良平
　　東京 高等工業学校長　　　　　　　　　 手島精一
　　京都帝国大学理 工科大学教授　工学博士　中沢岩太
　　大阪商品 陳列所長　工 挙博士　　　　　　平賀義美
　委員任命当初の 「第三高等工業学校 」 の 名称 は，既存の 東京 ・大阪 に次 ぐ第 3 番 目の 高等工
業学校 と い う程 度の 意昧で ，設 立準備 中の 仮称 で ある 。 任命 さ れ た 4 名は平賀以外は， い ずれ
も高等教育会議の メ ン バ ーで あ っ た 。 こ の うち岡田 良平 は ， 実業学務局長以前は第
一高等中学
校教授，文部視学官で あ り， 以後 は文部総務長官 を経 て 文部大臣 も勤めた教育行政家で ある 。
また平賀義美は大学南校の卒業 ， 1878 （明治 11）年 イギ リ ス に留学 し， 当時同 じく留学中の 杉
浦重剛の すすめ に よ り染色 の 研究 に進 み，帰国後は東京職工学校 ， 工 科大学の教授 を勤め た染
色界の 泰斗で ある。工 業界の 指導者 と して も著名で ， 商品陳列所長就任以前は農商務省にも勤
務 して い た が ， 設立委員 と して の 要務 は矢張 り， 色染科の 設立準備 が 中心 で あっ た と思 わ れ る 。
図案科設立 に最 も力があ っ た の は，手島精一 と中沢岩太で あろ う。
　手島精一は，1849 （嘉永 2 ）年駿河沼津藩士 田辺 四友の 二 男 とし て 江戸 に生 れ た 。 幼 い 頃，
同藩士手島左源太の 養子 と して その姓 を継 い で い る 。 1870 （明治 3）年に ア メ リカ に藩費留学
した が，留学中に廃 藩置県が断行 さ れ学資の 供給 が絶 えよ うと した と き，当時訪米中の岩倉使
節団の通 訳 と して現地採用 され ， ．以後 ア メ リカ ・ヨ ーロ ッ パ を歴 訪 ， 帰国 し た の は 1874 （明治
14 一
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7 ）年12月で あ る 。 帰国後は東京開成学校 を振 り出 し に 工業教育機関 ， 文部省に関与 ， 度重 な
る海 外渡航 と博覧会活動の経験 と併せ ，わが国の 工 業教育の 先覚者と して 名高 い 。
　東京高等工 業学校 に は その前 身で ある東京職工 学校 の 創設期 か ら関与 し，1890 （明治 23）年
には校 長 に任ぜ られ ， 1897（明治31）年よ り1898 （明治 32）年の一時期を除 き ， 1916 （大正 5 ）
年校長 を辞す る まで前後 27年間 校長の要職 にあっ た 。
　設立委員に 就任 し た当時の 東京工 業学校 （東京高等工 業学校 へ の改称は 1901 〈明治34＞年）
の学科は染織科 ， 応用化学科，窯業科 ，電気科，機械科 そして 工 業図案科 とい う多彩な構成で
あ り，新設 の 工芸学校 に 開設 を予定 されて い た色染，機織，図案の 3科の モ デ ル と し て ， 充分
な経験 を有 して い た 。 特 に工業図案科 は ， 国立のデ ザイ ン教育機関 と して は東京美術学校 に次
ぐ 2 番目の開設で あ り，就学年限 も東京美術学校の 5年 に対 し 3年 と ， 新設予定の 工芸学校 と
共通 して い る 。
　東京工業学校 は附属工業教員養成所工 業図案科 に加 えて ， 1899 （明治 32）年よ り本科 に も工
業図案科 を置 い て い た 。 工 業図案科 には，設置当初よ りわが国で は じめ て 海外で デザイ ン を研
修 し た平山 英三 が講師 と し て 参画 して い た が ， 本科工業図案科 の 設置 に際 して は，平山英三 を
科長 と し， 永 くア メ リカで 絵画 を， イギ リス で デ ザ イン を学 んで帰国したばか りの 井手馬太郎
を副科長 に据 えるなど，海外のデザ イ ン 事情 に詳 し い 人材 を揃 え て 学科の 充実 を計 っ て い る 。
手島精一は こ の 工 業図案科の 生み の 親 で ある か ら ， 工芸学校 に 図案科 を設置 す る に当 っ て は ，
カ リキ ュ ラ ム の編成 ， 教員の配備 ， ある い は関連施設 に つ い て の 充分 な指導助言 を行 なっ た も
の と考 えて よ い 。 の ちに触れ るよ うに ， 工芸学校図案科開設の 教員候補と して ，当時東京帝国
大学工科大学助教授で あ っ た武田五 一を，　 「図案学研究 」 の ため ヨ ーロ ッ パ へ 留学させ て い る
が
， 工芸学校 が開学時期 を予定 よ り 1 年繰 り上げた ため，武田 が帰国す る以前 に授業が開始 さ
れて い る。従 っ て 開学当初の 図 案科 カ リキ ュ ラ ム に は，特 に東京高等工 業学校 工業図案科 の カ
リ キ ュ ラ ム 内容が ， 色濃 く反映 さ れ て い た もの と想像さ れ る。
　工 芸学校 が京都高等工 芸学校 と して 開学す ると同時 に校長 に就任 した中沢岩太 は ， 越前福井
藩士 中沢七平 の 長男 と して ， 1858 （安政 5 ）年福井 に 生 れた 。 1870 （明 治 3 ）年藩 よ り ドイ ツ
語の 学習 を命ぜ られ ， また こ の 年 ， 藩の 招 きに より来 日 しぞい た ア メ リカ 人 グ リ フ ィ ス （W ．
E ．Grifis）に就 い て，物理 ・化学 を聴講 した 。 グ リ フ ィ ス は福井藩で足 かけ 3 年教鞭をと っ た
が，1871 （明治 4 ）年12月上京 し，翌年 より大学南校で化学を教 える こ と に な る 。 中沢は グ リ
フ ィ ス の 上 京に際 し ， 同藩士井上耕太 郎 と同行 ， 1872 （明治 5）年大学南校 に入 学 した 。 設立
委員の 1人平賀義美 も また ， 同 じく大学南校で グ リ フ ィ ス よ り教 えを受 け て い る。 中沢 の就学
した大学南校 は ， その 後幾 多の 名称変更 の の ち， 1877 （明治10）年東京大学 とな る 。 中沢は 1879
（明治 12）年 こ の 東京大学理学部化学科 を卒業 ， グ リフ ィ ス の あとを受 け て 来 日 し教鞭 をと っ
て い たイギ リ ス 人 ア トキ ン ソ ン （R ．W ．　 Atkinson ）の 授業 と研 究を補佐 す る こ と とな っ た 。1881
（明治 14）年 には大学の 助教授 となり，ア トキ ン ソ ン 帰国の あ とを受 けて 当時大学で 教鞭 をと
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っ て い た ワ グネル （Gottfried　Wagener ）を補佐 ， 陶磁 器，ガ ラ ス の 研究 に従事 した。1883 （明
治 16）年に は ドイ ツ に留学 ， 帰国の 1887 （明 治20）年東京帝国大学工科大学教授 と なっ た が，
1897 （明治 30）年 6 月 ， 京都帝国大学理工科大学長 に 任ぜ られ ， 同大学 の創設 に か か わ り，京
都 との 深 い つ なが りが生 れて い る 。 工芸学校 の設立委員に任命 され る まで の 中沢 の 略歴は ， 概
要上述の通 りで あるが，任命の背景の一つ と して は，京都帝国大学創設 の経験 が買われた点 を
あげる こ とがで きる 。
4
　 工 芸学校 に開設 を予定 されて い た学科は ， 京都近辺の 産業の 実態 を考慮に 入 れ て ， 前述 の 如
く色染 ・機織 ・図案の 3科 と定め られ ， 学生数 は 1学年当 り色染 ・機織 は30名つ つ ， 図案科 は
40名，就学年限 3 年，従 っ て総学生数 は 300を予定 されて い た 。
　 教員候補者 と し て は ， 色染科に京都市立染織学校長鶴巻鶴一， 機織学 に京都帝国大学理 工 科
大学講師萩原清彦，そ して 図案科 に東京帝国大学理工 科大学助教授武田 五一が選 ばれ ， それぞ
れ に 3 ヵ 年 の ヨ ーロ ッ パ 留学 が命ぜ られ て い る 。 こ れ らの 教員候補者 の 留学に 当 っ て は，単 に
専門の 学科 を深 く研 究す るの みで な く ，　 「帰 朝 ノ 暁各学科 ノ創設 二 当リ授業 ノ細 目ヲ選定 シ 必
要ナ ル機械教具 ヲ考案 シ随時之 ヲ蒐集ス ル ノ 責務 ヲ帯 ヒ且 ツ 本校将来 ノ盛衰 ハ 此三氏 ノ経営 二
　 　 　
俟 ツ 」 とい う重大 な責務 が課せ られ て い た 。
　 図案科教員候補 と して推挙され た 武田五 一は ， 1872（明治 5 ）年広島県福山 市の生 れ で ある。
高知中学 ， 第三高等学校 を経 て東京帝国大学工科大学造家学科 に入 学 ， 1897 （明治30）年造家
学科卒業後 ， 更に同大学大学院 に進んだ 。 1899 （明治 32）年大学院退学 とと もに ， 東京帝国大
「学工科大学助教授 に任ぜ られ ， 教育の 道 に ふ み出す が ， こ の 年 ， 設置後 日の 浅 い 東京美術学校
図案科 に嘱託 と して 籍をお き，建築装飾史 ・用器画法 を講 じた経歴 を持 っ こ とは注 目すべ きで
あろ う。工 科大学助教授奉職の 約 1年後 ， 武 田は京都 に新設予定の 工芸学校 の 図案科教員候補
と して ， 1900 （明治 33）月 6月 12日，　 「図案学研究ノ 為メ満三 年間英仏 独 ノ三箇国へ 留学」 を
命ぜ られ る 。
　 文部省 が学制 の 発 布 とと もに海外留学生の 進止 を所管 して 以 来，デ ザ イ ン の 研修 を目的 とし
た海外留学生 は久 しく生 れ て い なか っ た 。 理 由の一つ は ， 国立の 高等教育機関 の 中 に デザ イ ン
教育の部門 が長 らく設置 されなか っ た こ と に よ る 。 「図案学研 究 」 の ため留学 した の は ， 武田
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
五一が は じ め て で あろ う。 以後デザ イ ン 研究 の ため の 留学 の 道 が ひ らけ，藤島武二 （東京美術
学校 ）， 本野精吾 （京都高等工 芸学校）， 安田禄造 （東京高等工業学校）らが，順次デザイ ン 研
修 の た め ， 海外留学へ と旅立 っ て い る 。
　 武 田五一が実際 に ヨ ーロ ッ パ に旅立 っ た の は ， 留学 の 命を受 け た翌年 1901 （明治 34）年 3 月
11日 の こ とで あ っ た 。 武 田が命 を受 けた時，工 芸学校 設 置準備委員の 中心人物で ある中沢岩 太
が
，
1900年パ リ万国博覧会の 出品調査 を兼ねて ， 欧米 に お ける工芸学校 の実情調査 を目的 と し
一 16 一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuln 　 ollege
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒方 ：明 治 とデザ イン
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
て渡欧中で あっ たため ，その 帰国 を待 っ た の で は な い か と考え られ る 。 ちなみ に 中沢 の 出張期
間は 1900 （明治 33）年 5 月 1 日か ら， 1901 （明治34）年 2 月26日までで あっ た 。
　中沢が渡欧中にパ リで ，当時西洋画研究の た め留学中 の 浅井忠 と逢 い ，設立準備中の 工芸学校
の 自在画 ・水彩画担当の 教員就任 を懇望 し，浅井の 内諾 を得 た話 は有名で ある。 また， 開学当初は
図案科要員の武田五一が留学中で ある こ とが予想 されたため，図案科 の運営 を漸定的に浅 井に
一任 した と思 われる 。 こ のた め浅井は図案科教材の 購入 に も力を入 れてお り， こ の 時蒐集 され
たポ ス タ ー類は，今 日 ， 京都工芸繊維大学附設の 工芸資料館の 重要 なコ レ ク シ ョ ン の一部 を構
成 して い る。
　京都高等工芸学校一覧の職員表に お い て ，浅井が図案科で の 「図案」 を担当 して い る の は，
1902 （明治 35）年か ら1904 （明治37）年ま で で あ る 。 以後は 「画学及画学実習」 の 担当，浅井
に と っ て は本来の 専門部門の 担当に戻 っ て い る 。 武田五一は，1903 （明治 36）年 5 月よ り 「図
案 」 担当の 教官 に任ぜ られて い るが，図案科の カ リキ ュ ラ ム は 1905 （明治38）年をもっ て 大巾
に改変 され て お り，こ の 年，つ まり創立 3 年後 に お い て ， 武田五 一の 留学 の 成果 が，一っ の 形
をなす に至 っ たと考え られ る 。
　武田の 留学中の 詳細 につ い ては ， 今の 所不明で あ る 。 ただ建築学会の 機関誌 『建築雑誌 』 に ，
武田の ヨーロ ッ パ 滞在 中の 動静が散見 され る 。 1901（明治34）年 6 月発行の 『建築雑誌』 第 174
号で は，武田五一が無事 マ ル セ イユ 到着，同地 に 2 日滞在 の の ちパ リ に至 り， 3 日滞在，そ れ
よ りパ リ を出発 し 5 月 4 日 に ロ ン ドン 着 ， 目下同地 に滞在中で あ る こ とを報 じて い る 。 第 175号
で 報じ られ た武田 の ロ ン ドン 滞在先は
　 17．Camden 　Garden　 Shepherd
’
s 　 Bush 　London ，　 W ．
となっ て い る 。 以 後武田 は ， 留学期 間の 殆 ど をロ ン ドン で過 した らし い 。 ユ902 （明治 35）年 4
月発行の 『建築雑誌』 に は，消息欄 に，当時の建築学会 々 長辰 野金吾宛， 2 月22日付の 手紙が
掲 載 されて い る。
　　　……小生当地滞在 も略 ほ一年の星霜に近づ き候 に付き不 日大陸の 方へ 転学致度と存居候
　　へ 共本年六 月は英国皇即位式 も中々 盛大 に挙行の噂有之候 故何 と か して 其れ まで は止 まり
　　度 と存居 り候 ……小 生 目下研究 は別 に定 ま りた る事 も無御座候唯美術学校 へ 入学 して 室内
　　装飾 を研究す る と市内 に て新築中の種 々 の建築 を実地 に研む る位 が 日 々 の仕事 に御座候但
　　御承知の 通 り当地冬 日の 天気の悪 さ十 日の 内六 日位 まで は雨雪霧 など の ため止 む を得ず ブ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　 リチ ッ シ ュ 博物館文庫 に籠居 を極め込み居 り候 （後略 ）
　ロ ン ドン 到着後 9 ヵ 月 ， 美術学校 に 入学 し研 究の 日々 を過 す武田 の 姿が うかが え るが，美術
学校名を明 らか にする資料は今の 所見当 らない 。 た だ ， 滞英中の 作品が神戸大学 に 所蔵 され て
お り，うち 2 点が 「武田博士作品集 』　（昭和 8 年）の 巻頭 に カ ラ ーで 収 め られて い る 。 作品 に
っ けられた タ イ トル に よれば，「明治三十四年英国国民図案懸賞競技会出品 （皇后賞一入賞）」
とあ り，垂直線 を強調 した構成 の 中に ，横 に連 なる アーチ形の カ ーブで リズ ミカ ル なア ク セ ン
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トを加 えた，マ ッ キ ン トッ シ ュ 風 の 室内装飾作品で ある 。 武田 は グ ラ ス ゴ ーの 美術学校 も訪問
し，校内の ス ケ ッ チ を残 して い る か ら，1900年前後の デ ザイ ン 思潮 の 中核をな した グ ラ ス ゴ
ー
派や セ セ ッ シ ョ ン の 影響は ，強 く受けた もの と思われ る 。
　武田の帰国 は1903 （明治 36）年 7 月27日で あっ た。 滞英中の 武田の消息 に つ い て の記事 は ，
『建築雑誌 』 にお い て も， 辰野金吾宛の手紙 が紹介 され て 以後は，見 当らない 。 僅 か に第 201号
（明治36年 9 月）に ， 武田の 帰国に つ い て ，　「図案法研究の 為め留学中の 同博士 は去 月上旬無
事帰朝せ られた り」 と報ぜ られて い る 。
一 　5 一
　一方 t 武田の 出発 に先立 っ て帰国して い た 中沢岩太 は ， 積極的 に工芸学校設立準備 に乗 り出
し，創設の 準備立案は ， 以 後中沢 を中心 として進め られ た 。 土地 は，もと博覧会敷地 （現動物
園）を京都 が提供す る予定で あっ たが，そ こ は鉄道用地 と して 既 に認可 済みで ある こ と が判明
し，吉田の 地 が新 た に選定 され た 。
　1901 （明治 34）年 に は 校 舎 の 建築 も進 展 し， 1 年後 に は開学 の 見込み も立 っ たた め，予 定 を
早めて 1902 （明治 35）年 9 月をもっ て授業 を開始す る こ とに決定 した 。
　校 名は，貴族院，衆議院の 建議 に み られ る 「工 芸」 の字旬 を考慮 し，また設置学科 はすべ て
工芸の 実業 に関係す る こ とか ら，　 「京都高等工 芸学校 」 と し，1902 （明治35）年 3月，勅令 第
99号 をもっ て文部省直轄 の教育機関 に加 え られた 。
　同年 4 月16日に は，設立委員の 中沢岩 太が ， 京都帝国大学工科大学教授 を兼務と して ， 京都
高等工芸学校長 に任命され て い る 。 5 月 2 日 に は校則が認可 され ， 早速色染科，図案科の 志願
者 が募集 された 。 （機織科 は施設，教官 の配備 が遅れ たた め，開設 が 1 年遅 れ となっ た 。 ）生 徒
募集の 結果色染科 にお い て定員 を超過 した の で ， 8 月20日入 学試験 を実施，同月 23日 ， 色 染科，
図案科 の 第 1 学年 64名 に 入 学を許可 して い る。志願者 と入学許可者の 内訳は次の通 りであるが，
図案科 の 志願者が募集定員の 40名に満 た なか っ たた め，色染科志願 者中の
一部 を志望学科 変更
の 上，図案科入学許可者 として取扱 っ た 。
　　 ○ 入学志願者
　　　色染科　72名　　　　図案科　20名
　　 ○ 入学許可者
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　　色染科　30名　　　　図案科 　34名
　1902 （明治 35）年 9 月11日をもっ て授業 が開始 された 。 こ の 時，図案科教官 と して 在任 した
の は教授浅井忠，助教 授牧野克次 の 2 名で あ り，更 に学期 中に講師 として都鳥英喜 が加 わ っ て
い る 。 武田五一は ， 勿論 まだ留学生 と して 滞英中で あ っ た 。
　浅井忠の 帰国はこ の 年 8 月20日で あ る。 帰国後僅 か 20日ほ どで教務 に っ くあわ ただ しさで ，
正式の 教官 と して の 任 命は授業開始 2 日後 の 9 月13日で あ っ た 。 助教授 と して招 かれた牧野克
一 18 一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒方 ：明 治 と デ ザ イ ン
次 は大阪の出身，静岡師範，大阪高等工 業学校 を経て の 図案科赴任 で あ る 。 都鳥英喜は千葉県
佐倉町の 出身．浅井忠 に つ い て早 くか ら洋画 を学んで い た 。 こ れ らの 教官をもっ て開始 された
図案科 開設当時の カ リキ ュ ラ ム を表一 1 に示す 。
　開設翌 年の 1903 （明治 36）年 に は ， 留学 して い た武田五一 も帰国 し ，　「図案 」 担当と して 図
案科教官 に加 わ っ た。 更に翌 年に は，京都府画学校卒の 日本画家菊池左馬太 郎 と，ヨ ーロ ッ パ
よ り帰国 した洋画家鹿子木猛郎 が加 わ り， 「図案 」 担当者だ け で 6名 を数 えて い る 。 学年の 充
実 と ともに ， 担当教官 を補充する必 要に せ ま られ た結果で あろ うが，主 と して 絵画関係者が図
案 を教 えて い た感があ る。 こ の 傾向は．武田 が帰国し教鞭 をと りはじめ て か ら 2 年目の 1905 （明
治38）年 よ り，カ リキ ュ ラ ム の 改定 を含 め て大巾な方向の 転換 として修正 され て い る 。 『京都
高等工芸学校初十年成績報告 』 に は ，次の よ うにある 。
　　　此規則 二 掲載セ ラ レ タ ル 学科課程 （明治 35〜36年度学校一覧中の 学科課程の こ と 。 表一
　　 1 参照 　筆者注）ハ 内外 二 於ケ ル 同種学校 ノ課程 ヲ参酌 シ授業ノ順序 ヲ組織 シテ立案セ ル
　　モ ノ ナ レ ハ 著シキ過不足ナカ リシ モ 爾来数年間ノ経験 二 由リ尚ホ 多少 ノ不便不 利 トス ル 所
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　　ア ル ヲ発見 シ明治三十八 年改正 ヲ 加へ 　 （後略）
　こ れ と同時 に，従来教員表で は 「図案 」 となっ て い た浅井 ， 牧野 ， 都鳥 らの 担当科 目が，「画
学」 や 「画学実 習」 となっ て ， 本来の 専門職 に戻 さ れ て い る 。 以後 ， 明治期 に お ける図案科教
官の 変遷 は巻末の表一 3 の通 りで あるが ， 1906（明治39）年に は図案科第 1 期卒業生 の 間部時
雄 を 「図按 学実習」 担当に 加 え，翌 年 に は図案科第 2 期卒業生矢辺芳隆 を同 じく 「図按実習」
担当 に据 える な ど ， 急速 なデ ザイ ン専門教官の 導入 が計 られて い る 。 更 に武田 が 1908（明治 41）
年 5 月か ら10ヵ 月間 ， 帝国議会及 諸官衙建築調査 の た め欧米 へ 出張 した際 に，その 留守 を東京
帝国大学工科大学の後輩本野精吾 に あづ け，武田 の 帰国後本野 は 「図案学」 研 究の た め 1909 （明
42）年か ら1911 （明治44）年まで英 ・仏 ・独 に留学 して い る 。
　従 っ て創設期 の京都高等工芸学校図案科 の基礎 は，武田 五一と本野精吾，図案科卒業生 の 間
部時雄，矢辺芳隆 らに よっ て築 かれた とい っ て よ い 。 の ちに安田禄造が，　 『本邦工 芸の現在及
将来 』 に お い て，京都高等工芸学校図案科 を 「建築 を基礎 とし ， 併せ て工 芸図案を兼修せ しめ
　 　 　 　 　 　 　
ん とす る もの 」 と性格づ け て い る の は，特 に武 田 と本野の 存在 を意識 して の こ とで あ ろ う。
6
　1912 （明治45）年 7 月，京都高等工芸学校創立 10周年 を記念 して，　 『京都高等工芸学校 初十
年成績報告 』 が上梓され た 。 緒言に お い て 学長中沢岩太 は，創設以来 10年の 経過 と ともに次第
に世間の信 用を得 ， 400余名の卒業生 が実社会で活躍 し， 予期 した当初の 成果が得 られ っ つ あ る
の は，本学の 教育方針 が時世 に適 した もの で ある と考える 。 こ こ に そ の 10年間の 事業の 成果 を
記録 し，10周年の 記念 とした い と述べ て い る 。 緒言に み られるよ うに，こ の報告書 は ， 創設の
経過 か ら授業の 内容，生徒の 成績，施設，教職員の 移動 に至 る詳細 なもの で あ るが，特 に授業
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内容を報告 した 「各教科授業要項 」 は，1905 （明治 38）年改正され た カ リキ ュ ラ ム （表一 2 ）
に則 して ， 具体的 に その 細 目を記述 して あ り，明治期 に お けるデザイ ン教育の
一断面を示 す も
の として ，重要 な意義 を持つ 。 図案科の授業要項 の み をひ ろ い あげて も33ペ
ージ に お よぶ の で ，
その うちの 「図案学」 の要項の み をと り挙 げて み よ う。
　　一九，図案学
　　　一 ， 美術 ノ意義
　　　一 ， 応用美術 ノ意義
　　　一 ， 図案 ノ意義
　　　一，図案 ノ ニ種
　　　　基礎形状 図案　 Form 　design
　　　　表面飾 リ図案　Surface　ddsign
　　　− ， 飾 二 使用 ス ル 線及立体 ノ 発展　Development
　　　　線 ノ発展　Development 　 of　Line
　　　　平面ノ発展 　Development ・ 正 Planef ・ rms
　　　　立体 ノ発展　 Development 　 of 　 Solids
　　　　天然形態の 発展　 Development　 of　Naturalforms
　　　　順次模写　 Successive　 Copy
　　　− ， 飾 ヲ図案ス ル 方法
　　　　天然物 ノ写生及模様化法
　　　　幾何学的模様構成法
　　　　歴史的変態模様
　　　　氷破紋，雲形 ， 水波形等 ヲ基礎 トセ ル 模様
　　　　墨流 し模様
　　　　糸屑，棒，屑等 ヲ基礎 トセ ル 模様
　　　　 顕微鏡 ヲ 使用 シ テ 模様 ヲ考案 ス ル 法
　　　　 図案鏡 ノ使用法
　　　　 で ざい の ぐらふ Designograph使用法
　　　一 ， 実用 図案構成 ノ 順序
　　　　 注文 ノ 研 究　Conditions
　　　　 もち一ふ 考案　 Motif
　　　　 外形 ノ 考案　Outline
　　　　構造線 ノ考案　Skelton　 line
　　　　 図案
　　　 一，実用 図案表現法　Expressions
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　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 緒 方 ：明 治 と デ ザイ ン
　 輪廓表現法 Outline
　淡濃表現法　　Shades
　色彩表現 法　（blours
　 二 色表現法　 Black　and 　 White
　彫刻表現法　Modeling
−
， 図案描出法　 Technics
　鉛筆．木炭，筆 ，ぺ ん ノ使用法 ，水彩，泥絵具 ，色鉛筆，ぱすて る ノ使用法
　紙，かん ばす ，板 ノ 使用法
　粘土 ， 油土 ， 石 膏，大理 石 ノ使用法
一，配色考案法　Colour　 Harmony
　配色 図使用 法　 Colour 　 Charts
　二 色配色表使用 法　Diad 　harmony　 table
　多色配色表使用法　Multiad　 harmony 　 table
−
， 釜合セ 法　Repeats
　 （略 ）
一，額縁模様　 Frames
　 （略）
一
， 実用 図案構成 二 関 ス ル 諸原則
　相対 Symmetry
　平衡 　Balance
　格好　Proportion
　割合セ 　Spacing
　 主客模様　 Subordination
　二 重模様　Superposition
　切線分岐　Tangential　 junction
　生育形　Natural　 growth
　放射形　 Radiation
　裏返 し模様法　 Interchange
　噛 ミ合セ 模様　Counterchange
　統一　Unity
　平等散布　Even 　 distribution
−
， 飾 リノ種類　Ornament
　 （略）
一，花言葉　Flower 　 language
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　　　一 ， 繰 り形 Moulding
　　　− ，あ かん さす飾 リ
　　　ー ， 実用 図案法細論
　　　　染色図案法
　　　　織物図案法
　　　　印刷物 図案法
　　　　陶器図案法
　　　　漆器図案法
　　　　すで ん どが らす図案法
　　　　室内家具図案法
　　　　紀念碑図案法
　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　　　　壁画図案法
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　以上 が 「図案学 」 の 授業要項で ある 。　「図案学 」 は秋期，週 2時間の 講義課 目で ，担当は武
田 五一で あ っ た 。 講義 の 冒頭 が 「美術 ノ 意義」， 「応用 美術 ノ 意 義」 に は じ ま り， 「図 案 ノ 意義 」
に移行す る点 は，19世紀的 デザイ ン観 と して の 特徴がみ られ るが，以下の 内容に み る限 り， 当
時 の デザ イ ン 情報 を細大 もらさず網羅 した，武 田 の 留学お よび帰国後の研究成果の 集大成 とみ
る こ とがで きる 。
　こ の 図案学 にと りあげ られて い るそれ ぞれ の 用語 に よ っ て ，図案学の 講義 がどの よ うに進め
られた か を うか がわ せ る資料 と して ，武田 が1913 （大正 2 ）年に発表 した 「平等院鳳凰堂」 と
題 す る小 論 が ある 。 図案学の は じめの 部分 に基礎形状図案　 Form 　 design と，表面飾 り図案
Surface　design とい う 2 つ の 用語 が示 されて い るが ， 「平等院鳳凰堂」 に は．次 の よ うな説明
がみ られ る 。
　　　元来装飾 に は二 種の法 あ り。 一は格好を美 し くす る こ と に し て ， 種 々 の要件 Condition
　　の 下 に装飾 せ ら る。 こ れ を Form 　DecoratiQn とい ふ 。 二 は既 に決定せ られ た る表面を美
　　にす る こ と ， 即 ち与へ られ た る形の 上 に飾 を施す もの に して ， 第一よ りは一層制限せ らる 。
　　こ れを Surface　Decorationと称す 。 即 ち第一種 は立体的装飾 と して ，第二 種 は平面的装
　　飾 な り 。 而 して第一種 の 装飾 は，美的建築物の 形 を整 へ ，設計を為す に用 い らる 。 今 日通
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　　俗 に謂ふ 図案の 如 きは第二 種 に属す 。
　 「design」 と 「decoration」 の 用語 の差 は あ るもの の ， 武田 が デ ザ イ ン の 分野 を立 体 と平面
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
に分け ， 立体 デザイ ン の 中心 に建築 を置 い て い た と考 え られ る 。 こ の他 ，
「平等院鳳凰堂 」 に
お い て は，飾の 種類と して〔一）記号的 Symbolic ， （：）文字 くづ し 〈
「図案学 」 で は葦手絵飾 り＞
Mnemonic ，日美的 Aetheticの 解説 ， 飾の 配列法 などが記 されて お り，「平等院鳳凰 堂 」 は ，
武田 の 「図案学 」 を通 してみ た平等院装飾の 解説 とい うべ き内容で あ る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　武田は図案学 の ほ か ， 実習 ， 美術工芸史，色彩学　をも担当 して お り，図案科 の 主要科 目は，
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殆ど武田一人の手 にゆだ ね られて い た観がある 。 武田 の こ うした多才ぶ りは
，
の ち に彼 が京都
大学建築学科の創設期 に関与 した時も発 揮 されて お り，同科を1925 （大正 15）年に卒業 し た斉
藤利忠 は，建築学教室創立 45周年記念の座談会に お い て ，「（武田先生 は）西洋建築史 ， 一般建
築構造，計画 と，と に か く八宗兼学で 構造以 外の もの をほ とん ど教 えて お られ ま した 。P， と述懐
して い る 。
　武田 は上 に もみ た よ うに，彼 の 講義課目 「図案学 」 の 実践 の場 として ， 実習 も担当 して い た 。
図案科 で の主 たるデザイ ン 実習は， 「装飾計画 」 と名づ けられて お り，こ れは第 2 学年 か らは
じま る 。 課題数は第 2 学年秋期 5課題，春期10課題 ， 第 3学年は秋期 6 課題，春期 は 4課題 お
よ び卒業制作で あ る 。 実習 には こ の ほ か ， 図学，画学が あり，それ ぞれに細 く実 習作品 内容が
規定 され て い たか ら， 実習課題 の 総数 は相当なもの で ある 。 現在京都工芸繊維大学に ， 1908（明
治41）年，1909 （明 治42）年当時の 生 徒実習作品 が ， 製本の 形で一部残 され て お り， その 内容
は，　
「各教科授業要項 」 とほぼ一致 す る の で ， 当時 の 実習内容 の一端 を， 具体的 カ リキ ュ ラ ム
に沿 っ て 実見す る こ と が で き る 。
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　　 1907 （明治 40）年に開催された東京勧業博覧会に お い て，武田 はは じめ て 審査員 の任 に つ い
　 た 。 部門は
「建築図案」 で ある。以後 1914 （大正 3 ）年の 東京大正勧業博覧会 に も審査員 と し
　て参画，1913 （大正 2 ）年よ り開催 さ れ た農商務省主催図案及応用作品 展 覧会，い わゆ る農展
　で は ， 京都高等工芸学校 の 在任期間 を通 じて ， そ の第 1回 より審査員 をつ とめ て い る 。
】　 京都高等工 芸学校図案科 に お ける武 田 の デザ イン教育の 方針 は，こ れ ら審査員 と して の 諸活
　動を通 じて み られ る審査講評や言論活動 をみ る こ と に よ っ て ， うかが い知 る こ とがで きよ う。
　例 えば，東京勧業博覧会 「建築図案」 部門の審査 講評 にお い て ，武田 は次の よ うに 述べ て い る 。
　　　　元来図 案 ス ヘ キ品類 ニ ハ 平面的及立体的 ノ ニ 者ア ル ハ 言フ ハ デ モ ナ ク従 ヒ テ其立 案及製
　　　図方法 二 其 レ 々 々 殊別 ナ ル 約束ア ル ハ 苟モ 此 ノ 種ノ図案ヲ試 ミ ン トス ル 者ノ知 ラサ ル ヘ カ ラ
　　　サ ル 所ナ リ トス 齢 棲 効 三纛 者堵 緬 噫 娩 杢姉 配 壊 壮 魁 冫埀旨鼾 為
　　　攴う苡チ自的F貞ル毛冫チルラ苡デ図面ハ 須ク充分精確 ナ ル ヘ ク
 
　　 こ こ に は，建築出身者と して の武田 の考え方，つ ま り，デザ イナーは ， 自身の 創意を平 面図
　形 として表現 し ， 伝達す る技術 を身に つ けねばならない とする考え方 が示 されて い る 。 こ のた
　め，特に 立 体 を平面図形 と し て 表現 し伝達 する技術 一投影法 ・立体 の射影図 ・透視 図な どの 図
　学
一の 学習 に は 力が入 れられ て い た 。 先述 の よ うに，現在京都工芸繊維大学 に ， 1908 （明治41）
　年， 1909 （明治42）年当時の 図案科 の 生徒作品が残 されて い る が ， その 中に は， 立体の射影図
　 をは じめ，数 多 くの 図学関連の 作品 が収 め られ て い る 。
　　こ の 外，1912 （大正元）年 に開かれた第 6回商品改良会出品講評にお い て ，武田 は 「図案製
　作上の根本問題 」 と題す る講演を行なっ て い る。 こ こ で 武田 は ， 〈商品 と図案 との 関係〉と し
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て ， 商品 に か かわ る消費者 ， 製造者そ してデザ イナ
ー
の関係 をと り挙 げ，こ の 3 者の 意志疎通
を計 る こ とをもっ て，デザイ ン を考 える うえで の 根本問題ρ筆頭 に掲げて い る 。 デザ イ
ン が単
に技術上 の 問題 と して で なく，社会にお け るデザ イ ン の あ り方 として とらえ られて
い る点 に注
目す べ きで あろ う。 こ の 考 え方 は ， 単 に
「商品改 良会 」 とい う場 に限 っ て披瀝 さ れ た もの で は
な く．雑誌 『現代の 図案工芸 』 第37号 （大正 6年 6 月）の 武田の 記事
「農展の 目的 を完成す る
がためには」 に お い て ， 「我国工芸品意匠の 改良進歩
……を達せ ん とす る に は ， 先づ 図案意匠
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
家工芸品製作者販売者 の 三者の近接 を計 らざるべ か らず 」 と して ，社会 にお けるデザ イ
ン 関連
部門 とデザ イナ
ーとの意志疎通 の 重要性を重ねて 説い て い る 。
　同 じく雑誌 『現代の 図案工 芸』 第 34号 （大正 6年 3 月）に は，武田五
一 によ る 「輸出工 芸品
図案の七要項 」 が掲げられて い る 。 武田の デザ イ ン 観 の
一端 を要約 した もの と して，引用 して
み よ う。
一
， 様式 による もの は深 く様式 を研究 した る 眼を以 て 図案を考案す る こ と
二，様式によ らざるもの は新奇 の点 に注意 して 顧客の 好奇心 を誘ふ もの た る こ と
三 ， 用途 に注意 して不便 なる も の は考案せ ざる こ と
四 ， 構造 に注意 して脆弱な る もの を考案製作せ ざる こ と
五 ，汎 く世界各地の 嗜好を研究 しそれ を図案の 上 に応用 す
べ き こ と
六 ， 良好 なる図案を尊重 して 職人 をして恣 に其考案を破壊せ しめざる こ と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＠
七 ，高価 なる工芸品 を考案す る よ りも廉価なる
一般向の 工芸品の 考案 に努力す る こ と 。
　1918 （大正 7 ）年 4 月，京都高等工芸学校 図案科の 創設，発展期 に あ っ て その基礎 を築 い た
武旺 ＿は，名古屋 高等工 業学校
 
へ 校長 として 転任 す る こ と とな ・ た ． 飜
・獄 の図案工
芸 』 第 64号 （大正 8 年 9 月）の 月旦 「中沢岩太 と正木直彦 」 に は，親分肌の 中沢が子分可 愛 さ
に武田 を遷 じた と評され て い るが，転任 の理 由は明 らかで ない 。 中沢 もまた
こ の 年の 7 月 ． 満
60才をもっ て 退官 して い る 。 武田は翌年， 京都帝国大学工学部建築学科創設委員を嘱託 さ れ て
お り，1920 （大正 9 ）年に は建築学科の 教授 に転任 して い るか ら，あ る い は建築学科創設準備
の ため ，
一時，京都高等工芸学校 か ら転任 の 計 らい が あ っ た の か も知 れ ない 。
　しか し武田 が中心 となっ て築 き あ げた と思 われ る1905 （明 治 38）年改 定の カ リキ ュ ラ ム は，
上 に みた よ うな技術的 ， 思想的肉づ け とと もに長 く踏襲され ， 大正期 を通 じて適用 さ 為て い る 。
図案科創設 3 年後に制定 された カ リキ ュ ラ ム は ， 20年余 に わた っ て受 け継 がれ続けたので ある 。
　本稿 にお い て は ，　『京都高等工 芸学校初十年成績表告』 を手 がか りと して ，明治期 に お ける
デ ザイ ン 教育機関の 一つ と して の 京都高等工 芸学校図案科の 創設期 を概観 し た 。 京都工芸繊維
大学の 工 芸資料館，図書館 ， 意匠工芸学科教室 には，文中に挙 げた1908 （明治41）年 ． 1909 （明
治42）年の 生徒作品や ， 同 じ頃か ら大正 ， 昭和 に かけ て の 卒業制作や実習作品
の
一部が残され
て い る 。 こ れ らを，時間をか けて通覧 し得 る機会が得 られれば ， 更に詳細 なカ リキ ュ ラ
ム との
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1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒方 ：明治とデ ザ イ ン
比較検討 が可能 と なるが，こ の 点 に っ い て は後稿 を期 した い 。
　本稿作成 に当り ， 京都工芸繊維大学の野口茂教授，黒崎彰教授よ り資料の 提供 を い ただ き，
貴重 な作品を目にす る機会を得た 。 こ の 場 をか りて 御礼申 し あ げます。
注
  『帝国議 会貴族 院議事速記録』 15 昭和 55 東京大学出版会 564ペ ージ
  『興業意見』 巻16 明 治1719 〜20ペ ージ
  『帝国議会衆議 院 議 事 速 記録 』 9 昭和54 東京大学出版会 496ペ ージ
  前掲書 800ペ ージ，こ こ で 注目すべ きは．東京美術学校の 西洋画 新 設 の 提 案 が，こ の 特別 委員会の 報告で は
　 じめ て なさ れて い る点 で あ る。報告 は同 じペ ージで 次 の よ うに 述べ て い る 。
　　　「ソ レ カ ラ 唯 今マ デ ハ 東京美術学校 ニ モ 泰西 ノ 美術 ト云 フ モ ノ ハ 入 レテ ア リマ セ ヌ デ シ タガ，是 モ 矢張 リ
　美術学校 トス ル 以上 ハ ，独 リ我邦 ノ 美術 ノ ミナ ラズ，西洋 ノ 油絵水彩絵其他 ノ 美術モ 入 レ タラ宜カ ラ ウ ト云
　 フ ノ デ ，東京美術 学校 ヲ拡張 シマ ス ト同時 二 t 此 泰西画 或ハ 泰西彫刻等モ 入 レ ル ト云 フ コ トニ シ テ．修 正ニ
　ハ
「海外各国ノ 美 術 ラ モ 之 レ ヲ 採択 シ云 々 」 ト修 正 シタ ノ デ ゴ ザ リマ ス ル 」　（委員長広瀬貞文報告）
　　当初 の 美術学校拡張計画 は，　「美術 的工 業則 チ 此世界二 特有 ノ妙 味 ノ ア ル 此美術 ヲ 段 々 二 発 達 シテ ，サ ウ
　 シ テ 此 日本 二 美術 的 工業 ト云 フ モ ノ ヲ段 々 二 盛 ニ ス ル 時ニ ハ 」　（「衆議院議事速記録第二 十九 号」 前掲書
　 496ペ
ージ）とい う提案説明 に み る よ うに美 術 的 工 業 ・工芸 の 発展 の た め，つ ま り 「図案科 」 の 設置 が本来
　の 目的 で あっ た と考えられ る。 こ れ は ま た，実業教育振展の 気運 の 高 ま りの 中で，時流 に適 っ た要請 と もい
　える。然 る に，特別 委員会 の 結 果 と して 附加され た 「西洋画科」 の 新設 が，教官 に黒 田 清輝 とい う人 材を得
　た が 故 に， 「図案科」 の 新設 を目立 た ぬ もの に して し ま っ た の は 皮 肉 な結 果 で あ る。現 在 美術史等で．1896
　　（明治29）年．東京美術学校 西洋画科 新 設は よ くと り上 げ られ るが 同年の 図 案科新設 に触れ られ る こ と は
　 少 い 。
  「帝国議 会衆議 院 議 事速 記録』 15 昭和 55 東京大 学出版会 620ペ ージ
  朝倉 治彦 編　 『明 治官制辞典』　 昭和44 東 京堂 出版　212ペ ージ
  『京都 高 等工 芸学校初十年成績報告』 　明治 45 京都高等工 芸 学校 7 〜8 ペ ージ
  文部省専門学務局 編　 『文 部省外国留学生表』　明 治36 文部 省　28ペ ージ で は， 「新設セ ラ ル ベ キ 工 業学
　校 」 の 項 に　武 田 五
一
　図案学　英仏 独　2年　明 治34年 5月 6 日〜明治36年 5 月 6 日 と なっ て い る 。
  長 谷川尭氏 は．　
『
日本の 建築 「明治 大 正 昭和」』 「4 ・議事堂へ の 系 譜」（昭和56　三 省堂） に お い て ，武田の
　留学出発遅延 の 理 由を，「建築家妻木頼黄と行動を共 にせ ん が た め （97ペ ージ）」 と推理 され て い る。確 か に，
　武田 が留 学の 命を受 け て 即時 に 出発 して おれ ば，20世紀初頭を飾 る最 大の イベ ン トで あっ た パ リ万国博覧会
　をも見掌出来 た 筈で ある 。彼がその機会を失 して まで 出発を延ば したの は い さ さ か奇異 に感ず る点 で あ る が，
　帰国後．彼 が京都高等工 芸学校図案科 の 創設期 に か け た並 々 な らぬ 努力の あ とをみ る と，こ こ は矢張 り，創
　設委員 の 中心 人 物中沢 岩 太 の 帰国を待 ちt そ の 助 言 を得 て 留学の 途 に つ い た と考 え るの が妥当で は なか ろ う
　 か 。
  『建築雑誌』 第 184号 明治35年 4 月 建築学 会 27ペ ージ
  「意匠工 芸学科小史』 昭和 54 松 ヶ 崎 意匠会／意匠工 芸学科創立25周年記念会 1 ペ ジー な お こ こ で は，
　図案科 は 本科 と別科 が 記 載 され，志願者 は図案本科20名，図 案別科 5 名，入学許可 者 は図案本科34名，別 科
　5 名となっ て い る 。
  前 掲 『京都高等工芸学校初十年成績報 告』　 14ペ ージ
  安田禄造　 『本邦工 芸 の 現 在 及 将 来 』　大正 6　広 文堂書店　135ペ ージ
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  前掲 『京都高等工 芸学校初＋ 年成績報告』　 75〜81ペ ージ
  当 時 は 2学期 制 で 秋期 授 業 は 9月11日よ り，12月24日まで 春期 授 業は翌年1月11日より6月30日ま
で で あっ た 。
  武 田 五一　 『武 田五一博士 論文選 集　下　建築小論集』　 昭和 21 高桐書院　14〜15ペ ージ
  こ の 考 え方は，本文で 後述す る ように，1907（明治40）年開催の 東京勧業博覧会の 折，審査 員 をっ とめ た
　武田の 審査講評 の 中で ， すで に表 明 され て い る。な お「平等院鳳 鳳 堂」は，1913 （大正 2 ）年，雑誌
『建築工 芸
　叢誌 』 に発表 さ れ た も の。
  色彩学 に っ い て も 『京都高等工芸学校初十年成 績報告』 の 授 業要項 で，詳細 に 触 れ られ て い る 。 （81
〜89
　ペ ージ）また 前掲 の 「建築小論集』 に も，1913 （大正 2 ）年 『建築雑誌』 に連載 され た 「色 彩 に 就 い て」 が
　収録 され て い る 。 色彩関係 の ま とま っ た海外情報紹介と して は，矢野 道 也　『色彩学 』　（1907＜明治40＞年
　刊 に 次 ぐもの で あ ろ う。
  京大建 築 学教 室六十年史編集委員会編　 『京都 大学工 学部建築学教室六 十年史』　 昭和 55 京 大建 築 学 教 室
　創立 六 十周年記 念 事 業 会 　197ペ ージ
  高 安 亀次 郎 編　 『東京勧業博覧会記念宝典　美術 工芸審査 全 書』　 明 治41 興道館本部　 199ペ
ージ　 こ の
　時，建築図案部門の 出品 点数 は 5点，うち建築物と し て は 2 点 （他 は鉄 門等）で あ っ た。こ の 2 点の う ちの
　 1点 「三菱出品館計画図」 の 出品者 保岡，本野 と あ る うちの 本野 が，の ち京都高等工 芸 学校 図案科教授 に ま
　 ねか れ た，本野 精吾と思われ る 。
  「農展 の E 的 を完成す るがために は」 『現 代 の 図案 工芸 』 第 37号 大 正 6年 6 月 現 代 の 図 案工 芸 社 11ペ ジー
  前掲 『現代 の 図案工 芸』 第34号　大正 6 月 3 月　36ペ ージ
  明 治期 に お け る建築関係高等教育機関 は少 ない 。 1877（明治 10）年開校 の 工 部大学校造家科 ， お よ びその 後
　身 と して の 1886（明治 19）年帝国大学工 科大学造家 学科 設 立以 後 は，久 し く建 築 専門 の 高 等教 育機関 は 生 れ
　なか っ た 。 1905 （明 治 38）年 に 至っ て，新設 さ れた 名古屋高等工業学校の 中 に，土木科 ， 機械科 ， 色染科 に
　加 えて，建築科 が置 か れ る こ と に なっ た 。 従 っ て 名古屋 高等工 業学校 は．わ が国で 2 番 目の 建 築 専門部 門を
　 もっ た 高等教 育機関 で あ っ た。
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  武 田博士還歴記念事業会編　 『武田博士 作 品 集』 昭和 8　武 田博士 還 歴記 念事業会
　　 こ の 他武 田 五一追悼記 事 と して
  ’『建築雑誌』 第 52輯第639号 昭 和13年 6 月 建 築学会
  『帝国工芸』 第 12巻第 4号 昭和13年 3 月 帝国工 芸会
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表 1　 明治35年〜36年度 カ リキ ュ ラ ム （『京都高等学校一覧』 によ る）
図
　
　
案
．
科
　
×
印
ヲ
付
シ
タ
ル
モ
ノハ
随
意
科
目
ト
ス
第
一
挙
級
第
二
学
級
第
三
学
級
秋
学
期
春
学
期
秋
学
期
春
学
期
秋
学
期
春
学
期
倫
　
　
　
　
理
隔
週
　
「
全
上
　
一
全
上
　
一
全
上
　一
全
上
　
一
全
上
　
一
数
　
　
　
　
学
x
二
x
二
英
　
　
　
　
語
三
三
三
三
＝
物
　
　
理
　
　
学
三
−
　
　
二
化
　
　
　
　
学
有
機
　
五
無
機
　
五
物
　
　
品
　
　
学
二
二
二
二
図
　
　
画
　
　
法
二
二
染
色
学
漂
白
学
x
三
x＝
捺
　
　
染
　
　
学
×
＝
Xゴ
機
械
及
組
織
x
二
X
二
x
二
×
二
美
術
工
芸
史
瀬
一
二
三
＝
美
術
工
芸
史
滌
二
二
一
博
　
　
物
　
　
学
三
＝
動
物
及
人
体
解
剖
二
工
　
場
　
建
　
築
三
工
　
業
　
経
　
済
x［
工
　
業
　
法
　
規
x［
工
　
業
　
簿
　
記
一
一
体
　
　
　
　
操
二
ご
二
二
二
二
製
　
　
　
　
図
六
三
ゴ
物
　
理
　
実
　
習
三
三
化
　
学
　
実
　
習
三
図
　
書
　
実
　
習
三
二
六
邑
六
一
六
装
　
飾
　
計
画
西
六
…
粘
　
土
　
造
　
型
＝
三
刺
　
繍
　
実
　
習
冒
三
染
　
色
　
実
　
習
x
三
x
三
手
　
織
　
実
　
習
×
未
定
x
未
定
三
九
三
九
三
九
＝
充
三
九
三
九
表 2　 明治38年〜39年度カ リキ ュ ラ ム （「京都高等学校一覧』 に よ る）
体 工 図 物 生 機 色 美 図 、英 物 数
業
簿
鬟
袁
実
品
物
織
学
及
実
染
挙
及
実
術
工
曇
学
及
実
粤
孟
学
実
学
物
理
学
化
習 学 習 習
苫
習 習 学
操 記 学 史 語 一一 一 一 一 ｛
体 工 粘 装 日 実画 建 色 図 特 物 解動 博 手 機 色 色 美 図 図 英 化 物 ・化 物 数 倫 細 図
計
業
簿
土
造
飾
計
本
学
及
画
築
装
彩 案
別
講
品
物
及
人
物
織
実
械
及
組
染
実
染
術
霎
五
学
実
学
実
理
実
理
案
操 記 型 画 画 習学 飾 学 学 義 学 剖体 学 習 織 習 学 史 習 学 語 習 習 学 学 学 理 目
霆 鹽秋 科
義 第
天 竪 二 三 二 冖 穴 『 三 三 五 三 二 『 期 一
里春 学
級
モ 墅 二 己 二 二 六 一 三 三 三 五 二 二 一 期
璽秋
第
天 里 二 五 三 三 一 二 二 三 一 三 三 三 一 期 二
里春 学
級
茜 里 二 ＝ 三 九 一 一 二 三 一 二 三 三 一 期
豐秋
第
； 豐 二 『 三 ＝ 三 七 二 二 六 一 三 一 期 ＝
τ
里春 字
級
六 豐 二 一 三 羌 三 三 一 二 六 一 一 期
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馴
軸
墜
拯
琳
区
．
珊
画
楚
鱶
毘
．
婀
黒
駆
匪
照
区
楚
騨
叔
 
謡
舶
U
『
糲
柵
窺
輝
貅
椰
H
帥
寵
轍
悩
』
『
湘
聯
鰹
経
叶
十
皐
軽
塒
轍
H
沸
煙
鴇
悩
』
．
瘋
1
鰹
貅
鞠
H
誹
裡
最
慎』
e
粒
悁
丗
り
寸
〜
廿
鴎
゜・
溲
醫
O
楼
母
ト
N．
O
伺 ．
Noo
曾
　
　
（
。
〉
軸
e
輔
蕪
瓠
組
障
誕
蘿
駐
量
く
惑
§
贏・
琳
§
避・
貅
嵎
邸
療
e
佃
蜘
細
迷
匪
珊
区・
齢
国・
脈
区
）
構
径
聾
呱
蘓
誌
巛
区
ゆ
t
魯
冂｝
震
涎
霽
゜。
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